



















5 2 6 2 
口可士
昭和 56 年 3 月 25 日
工学研究科機械工学専攻
































第 6 章では全体を総括し，パーナだき燃焼室では， 1. 全体形状， 2. パーナ噴流， 3. その同伴
流，の 3 者がフローパターン決定の最も主要な因子である，と結論している。
論文の審査結果の要旨
ボイラ燃焼室内のガスの流動は燃焼効率や伝熱特性に重要な影響を及ぼすが，実物に対する実験が
困難で現象が複雑なために，主要ないくつかの因子に着目したモデルに対する研究は重要な意義があ
る。このために数理モデルに対する理論的研究や等温流モデルに対する実験的研究が従来から行われ
ているが，研究された領域はせまく，また同一モデルに対して数理的研究と実験的研究とを適用した
例もすくなく，不明な点が多く残されていた。
本論文は，パーナだきボイラ燃焼室において，パーナからの噴流が燃焼室全体のフローパターンに
及ぼす影響を解明する目的で，空気流と水流によるモデル実験，ならびに層流に対する数値計算を，
炉筒煙管ボイラと舶用水管ボ、イラの燃焼室に対して行ったもので，おもな成果はつぎのとおりである。
(1) パーナ噴流が対称的に拡散するパターンと側壁に付着するパターンのほか，戻り燃焼方式におい
てはパーナ噴流が対向面に到達できないクッション型のパターンが存在することをはじめて証明し，
その存在領域を与える線図を作製している。
(2) 天井パーナ方式のD 形舶用ボイラの燃焼室においては，炉内に大きな循環流が存在するこ主を示
し，設計上の諸国子が全体としてのフローパターンに及ぼす影響，とくに燃焼室出口管群の流動抵
抗が燃焼室出口ガス流速を均一化する効果について評価を与えている。
(3) 任意に与えた流動状態から出発して最終的に収束する状態として定常状態を求める数値計算法を
適用すれば，以上の流動モデル実験結果を定性的に説明できることを示している。
以上の諸成果は，パーナ噴流の影響下で燃焼室内フローパターンが形成される機構に関して重要な
知見を与えるとともに，数理モデルによるその予測方法，および，実用上重要な 2型式の燃焼室に対
する設計指針を提供するもので，工学上寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価
{直あるものと言忍める。
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